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登録リスト（該当：13件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 大屋駅を未来に伝えるには]	大屋駅を未来に伝えるには	しなの鉄道大屋駅の歴史的な駅舎が建て替えられるとのこと。建て替わる前の駅舎の様子を記録にとどめておこうと思い、車窓越しに写真を撮りました。丁寧に記録することは後日に。

諏訪と小県をつなぐ中山道は1859年の横浜開港後、横浜とつなぐ生糸の輸送路として重要な役割を果たしました。信越本線開業後は、中央本線が開通するまでの間、大屋駅は生糸の一大生産地であった諏訪地方、とりわけ岡谷とつなぐ要衝の駅としての役割を果たしてきました。建物は建て替わってもその歴史は留めて未来に伝えたいものです。	2023-05-01
	2	[image: 上田藩主としての松平忠固]	上田藩主としての松平忠固	出典：横浜市「横浜港の歴史（変遷図、年表）」https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.city.yokohama.lg.jp%2Fkanko-bunka%2Fminato%2Ftaikan%2Fmanabu%2Frekishi%2Fhistory0.html&psig=AOvVaw2ehsoQQMOejw2Wg80v6XoR&ust=1644781455506000&source=images&cd=vfe&ved=2ahUKEwjptbDE9vr1AhWdTPUHHbouAioQr4kDegUIARC_AQ

　上田藩主としても忠固は養蚕・生糸・絹織物産業を振興し、生糸を日本の代表的輸出品へと押し上げた。条約調印前から生糸輸出の準備をし、老中から失脚した後も横浜開港に備え生糸輸出に注力した。生糸輸出の先駆けとなったのはやはり上田藩だった。
しかし、忠固は横浜開港から三か月後の1859年7月1日に死去してしまう。
　忠固の先見の明に感服すると同時に、後世でいいように言われ続けたのはこの早世による部分もあるのではないかとも思う。	2022-02-08
	3	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	4	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	5	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	6	[image: 蚕都上田探訪／飯沼郷蔵]	蚕都上田探訪／飯沼郷蔵	郷蔵とは江戸時代、年貢米を貯蔵した倉庫です。飯沼(上田市生田)にあるこの郷蔵は教育委員会の説明板によると1729年に建てられ、その後度々の改修を経て現在に残っています。

この郷蔵からは幕末期、横浜からの生糸輸出を裏付ける大量の資料が発見されています。横浜開港資料館などが長年かけてその調査研究に当たってきました。驚くべき米倉庫です。我が国の生糸輸出や蚕糸業の歴史を紐解く数多くの文書がこのような倉庫に残っていたことも驚くべきことです。

この場所は飯沼の集落内にあり道は狭くわかりにくいので現地に行くには注意がいります。マップに位置を示しておきました。	2021-09-19
	7	[image: 蚕都上田探訪／松田玄冲の墓と顕彰碑]	蚕都上田探訪／松田玄冲の墓と顕彰碑	横浜開港(1859年)と共に列強の貿易商を相手に生糸貿易を始めた中居屋(中居屋重兵衛)の番頭の筆頭が松田玄冲(まつだげんちゅう)です。上田市生田の飯沼の出身。松田玄冲の墓の前に中居屋重兵衛顕彰会、上田郷友会、群馬県嬬恋村の連名による顕彰碑が立っています。

どこにあるのかがわからず、中居屋重兵衛顕彰会の方に教えてもらってやっと目的地にたどり着くことができました。確かにこの場所、普通では全くわかりません。GoogleMapの位置情報でご確認ください。	2021-09-18
	8	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(6)まちあるき・汽車道ルート]	日本シルクロード講座・横浜編(6)まちあるき・汽車道ルート	2011年10月30日　横浜まちあるき　ガイド：嶋田昌子＝横浜シティガイド協会
信州上田は横浜開港当初から横浜の生糸売込商を通じ、欧米諸国との貿易で栄え、後に蚕都と呼ばれました。学びあい講座では上田との交易の足跡をまちあるきして探訪しました。

横浜まちあるき(2)汽車道ルート・ダイジェスト版


５分でまちあるきの概略を掴むことができます。

横浜まちあるき(2)汽車道ルート・ノーカット版


35分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座２日目＞
(1)横浜まちあるき・汽車	2021-07-11
	9	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(5)まちあるき・馬車道ルート]	日本シルクロード講座・横浜編(5)まちあるき・馬車道ルート	2011年10月30日　横浜まちあるき　ガイド：嶋田昌子＝横浜シティガイド協会
信州上田は横浜開港当初から横浜の生糸売込商を通じ、欧米諸国との貿易で栄え、後に蚕都と呼ばれました。学びあい講座では上田との交易の足跡をまちあるきして探訪しました。

横浜まちあるき(1)馬車道ルート・ダイジェスト版


５分でまちあるきの概略を掴むことができます。

横浜まちあるき(1)馬車道ルート・ノーカット版


52分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座２日目＞
(1)横浜まちあるき・馬車	2021-07-11
	10	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(2)横浜開港と生糸貿易]	日本シルクロード講座・横浜編(2)横浜開港と生糸貿易	2011年10月29日　会場：北仲BRICK（横浜）

講座「横浜開港と生糸貿易」ダイジェスト版


３分で講座内容を手短かに掴むことができます。

講座「横浜開港と生糸貿易」ノーカット版


58分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座１日目＞
(2)横浜開港と生糸貿易
　講師：小泉勝夫(シルク博物館元部長)

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書等は2011年当時のものです。	2021-07-11
	11	[image: 日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版]	日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版	
ダイジェスト版25分　2011年10月29日　会場：北仲BRICK（旧帝蚕倉庫事務棟、横浜）
提供：蚕都上田プロジェクト

横浜を訪ねて上田を知る。蚕都上田全盛時の生糸貿易とゆかりのある歴史的建造物「旧帝蚕倉庫」（信州の生糸が貯蔵された倉庫）の事務棟を会場に横浜と上田の人々がお互いの地域の歴史を学びあいました。

講座内容
(1)新しい地域学習のすすめ　講師：前川道博(長野大学准教授)、水島久光(東海大学教授)
(2)横浜開港と生糸貿易　講師：小泉勝夫(シルク博物館元部長)
(3)日本初の生糸輸出は信州上田から　講師：阿部勇さん(上田歴史研究会会長)
(4)上田と横浜の歴史アラカルト
　講師：前川道博＋水島久光　ゲスト：浦辺信子（上田藩松平家直系御子孫）

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書	2021-07-11
	12	[image: 上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～]	上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～	上田の生糸は主に横浜港を通じ、世界との貿易に関わることになる。横浜港は1859年に開港したが、上田の商人達は、まさにその直後から横浜で貿易活動を行っていたことが知られている。そこには、当時の上田藩主松平忠固の尽力があったとされる。松平忠固は、日米和親条約、日米修好通商条約の2つの条約締結の調印時に老中を務め、条約締結を急いだ積極的開国派であった。彼のもとで上田藩は開港と同時に生糸の輸出を始め、これにより日本の生糸貿易は上田から始まったとも言われるようになるのである。

画像は「横浜海岸フランス役館之景」(横浜開港資料館所蔵)により
URL:https://www.mmdb.net/santo-ueda/mono/cn1/pg45.html	2020-07-08
	13	[image: ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」]	ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」	

ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」＋横浜開港資料館展示解説
講師：西川武臣氏（横浜開港資料館主任研究員）
2011年3月26日　横浜開港資料館講堂にて
27分
（撮影・編集　蚕都上田プロジェクト）	2020-05-24
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